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●消防団ポンプ操法大会・消防交通フェア　２

●いなばの郷いちご狩りふれあいフェスティバル　３

ｌ●町の財政状況（平成17年度下半期）

　●平成18年度行政協力委員さん決まる

｜●ごみの減量化にご協力ください
　 ● 災 害 時 の 避 難 所 連 絡 先
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６月３日、町子育て支援センター｢ひよこ｣と

児童館の｢いちごくらぶ｣によるいちご狩リが

行われました。　　　　　　(関連記事13頁))
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４
月
2
9
日
、
団
員
の
士
気
高
揚
と

消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
町
消

防
ぼ
（
鈴
木
正
美
団
長
・
団
員
２
０

３
名
）
に
よ
る
、
第
2
5
回
壬
生
町
消

防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
町
総
合
公

園
陸
上
競
技
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
各
部
と
も
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
き
び
き
び

で
操
法
を
披
露
し
ま
し

と
し
た
行
動

た
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
併
せ

て
第
４
回
消
防
交
通
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
、
水
消
火

器
体
験
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
の
体

験
、
交
通
安
全
啓
発
物
の
配
布
な
ど

が
行
わ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
方
々

に
交
通
安
全
や
防
災
へ
の
意
識
の
向

上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

成

績

団
　
体

　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
優
　
勝
雄
３
分
団
雄
１
部

　
　
（
安
塚
・
緑
町
・
幸
町
・
お
も

　
　
ち
ゃ
の
ま
ち
・
北
小
林
地
区
）

　
準
優
勝
雄
２
分
団
雄
１
部

　
　
（
上
稲
葉
地
区
）

　
第
三
位
　
雄
２
分
団
雄
３
部

　
　
（
羽
生
田
地
区
）

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
優
　
勝
　
雄
２
分
団
雄
５
部

　
　
（
下
稲
葉
）

　
準
優
勝
第
１
分
団
第
３
部

　
　
（
万
町
・
上
新
町
・
下
馬
木
・

　
　
西
高
野
地
区
）

　
第
三
位
　
雄
１
分
団
第
５
部

　
　
言
一
好
町
・
旭
町
・
星
の
宮
・

　
　
車
塚
地
区
）

個
　
人
（
優
秀
賞
）

　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
・
指
揮
者
鈴
木
和
宏
（
２
－
１
）

　
・
一
番
具
鈴
木
　
武
（
３
－
古

　
こ
一
香
具
神
長
孝
光
（
２
－
１
）

　
こ
二
委
員
荒
川
俊
彦
（
２
－
Ｉ
）

　
・
四
番
具
里
芋
　
浩
（
２
－
１
）

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
・
指
揮
者
岡
　
裕
巳
（
１
１
３
）

　
・
ご
蚕
具
出
井
邦
彦
〒
－
３
）

　
・
二
番
具
　
大
粟
　
亨
（
１
－
５
）

　
こ
二
香
具
梁
島
紀
夫
（
２
－
互

個
　
人
（
努
力
賞
）

一
…
…
万
作
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
黒
川
　
雅
俊
（
１
－
４
）

∴
寄
鍋
　
大
橋
　
厘
恚
（
１
－
Ｉ
）

・
二
番
鍋
山
川
知
宏
〒
－
４
）

こ
二
番
鍋
粂
川
哲
一
　
（
３
－
互

・
四
寄
鍋
　
阿
久
津
隆
紀
（
Ｉ
－
４
）

．
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
小
野
□
浩
徳
（
２
－
２
）

∴
寄
員
往
診
伸
久
（
２
－
２
）

∴
一
番
鍋
山
田
義
博
（
２
－
４
）

こ
二
番
鍋
入
江
利
幸
（
３
－
３
）

第３分団第１部

第２分団第５部
２
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ふれあいフェスティバル開催11

　
６
月
４
日
、
稲
葉
小
学
校
を
会
場

に
、
「
い
な
ば
の
郷
い
ち
ご
狩
り
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
い
な

ば
花
と
緑
の
郷
づ
く
り
協
議
会
（
伊

藤
充
哉
会
長
）
が
主
催
し
、
稲
葉
地

区
の
農
業
委
員
、
町
毎
出
荷
組
合
、

認
定
農
業
者
な
ど
の
農
業
団
体
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
て
毎
年
６
月
の
第
１

日
曜
に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
４

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
ち
ご
狩
り
は
、
稲
葉
小
学
校
で

受
付
を
し
て
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
ま
で
歩
く
「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ハ
イ

蓼尽高石隋斗
才ｉ

ｌ　瘤蝉-

キ
ン
グ
」
を
し
て
か
ら
行
わ
れ
、
参

加
者
は
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
い
ち

ご
狩
り
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
い
ち
ご
狩
り
に
は
、
県
内
は
も
ち

ろ
ん
、
県
外
か
ら
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
を
交
え
た
家
族
連
れ
約
３
千
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
小
学
校
の
会
場
で
は
チ
ャ

リ
テ
ィ
歌
謡
シ
ョ
ー
、
よ
さ
こ
い
・
ｍ

Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
、
太
鼓
演
奏
や
保
育
園
の

遊
戯
発
表
、
苗
木
無
料
配
布
や
各
種

模
擬
店
の
販
売
が
行
わ
れ
、
合
計
５

千
人
の
方
た
ち
が
会
場
を
訪
れ
、
大

変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

約3000人がいちご狩りに参加

稲葉小学校ではよさこい等の催しがいっぱい

　おいしいいちごが

たくさんとれました

いちご狩りを楽しむ参加者のみなさん



(単位:千円･％)

科　　　　目 当初予算額 予算現額 収入済額 対予算比

1,町　　　税 4,436,621 4,533,150 4,432,468 97,8

2,地方譲与税 318,000 320,146 343,904 107.4

3,利子割交付金 15,000 20,00(y　　23,761 118,8

4,配当割交付金 5,000 7,000 几245 160,6

5,株式等譲渡所得割交付金 100 3,000 16,710 557,0

6,地方消費税交付金 340,000 340,000 349,137 102,7

7.ゴルフ場利用税交付金 33,000 33,000 38,899 117,9

8,自動車取得税交付金 100,000 100,000 123,282 123.3

9,地方特例交付金 160,000 159,960 159,960 100,0

10,地方交付税 1,690,000 1,799,578 1,883,591 104.7

1 1. 交通安全対策特別交付金 8,0001　　8,000 8,609 107,6

12.分担金及び負担金 128,889，136,089 124,486 91,5

13.使用料及び手数料 270,731 267刀５ 264,405 98,8

14,国庫支出金 639,508 635,563 525,169 82.6

15.県支出金 483,655 523,993 452,760 86,4

16,財産収入 2,016 7,732 7,801 100,9

17.寄　附　金 ２ 923 923 100,0

18,繰　入　金 433,006 155,753 155,749 100.0

19.繰　越　金 250,000 420,004 420,004 100,0

20,諸　収　入 188,772 196,069 109,541 55.9

21,町　　　債 657,700 6几600 ０ 0,0

。　　　計 10,160,000 10,279,275 9,452,404 92.0

　
町
で
は
、
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
町
に
配
分
さ
れ
た
国
・

県
支
出
金
等
が
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
か
、
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
年
２
回
（
６
月
・
1
2
月
号
広
報
壬
生
に
掲
載
）
、

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
1
7
年
度
下
半
期
ま
で
の
収
入
・
支
出
状
況
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
公
表
す
る
も
の
は
、
平
成
1
8
年
３
月
末
ま
で
の
も
の
で

あ
り
、
決
算
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
３
月
末
ま
で
に
確
定
し

た
債
権
債
務
に
つ
い
て
整
理
を
行
う
た
め
に
４
月
１
日
か
ら
５
月
3
1
日

ま
で
の
２
ヶ
月
間
を
出
納
整
理
期
間
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る

た
め
で
す
。

　
平
成
1
7
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
１
０
１
億
６
、
０
０
０
万

円
で
し
た
が
、
平
成
1
6
年
度
か
ら
の
繰
越
額
及
び
５
回
の
補
正
予
算
の

実
施
に
よ
り
、
当
初
に
比
べ
、
１
・
１
７
％
増
の
１
０
２
億
７
、
９
２
７

万
５
千
円
の
現
計
予
算
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
1
8
年
３
月
3
1
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
９
４
億
５
、
２
４
０
万

４
千
円
で
、
予
算
額
の
９
２
・
Ｏ
％
に
な
り
ま
す
。
ま
た
支
出
済
額
は

９
２
億
８
、
９
４
４
万
３
千
円
で
、
予
算
額
の
９
０
・
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
科
目
別
の
状
況
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

４

Ｚ
　
ａ
ｒ
　
。
ｚ
ｒ
　
Ｚ
　
。
｡
ｒ
　
／
　
Ｚ
　
ｆ
　
／
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(単位:千円･％)

地方消費税

税町

:らi

l

iS

k

県支出金4,8%　レ　………ij

四

に.====-=

　商工費2.7％　　その他1.8％

農林水産業費心二∇‾

科　　目 当初予算額 予算現額 支出済額対予算比

1.議　会　費 154,188 154刀４ 152,140 98,3

2,総　務　費 1,233,246 1,293,702 1,184,937 91.6

3.民　生　費 2,465,250 2,471,331 2,301,518 93,1

4,衛　生　費 937,406 1,025,392 940,002 91,7

5.労　働　費 18,739 18,684 17,193 92.0

6,農林水産業費 432,799 425,601 415,171 97.5

7,商　工　費 343,828 341,487 247,419 72,5

8,土　木　費 ワフ9,817 1,751,948 1,381,580 78,9

9.消　防　費 585,338 563,105 556,519 98.8

10.敦　育　費 1,211,224 1,216,514 1,107,673 91,1

11. 災害復旧費 11,502 11,502 ０ 0.0

12.公　債　費 966,660 985,292 985,291 100.0

13.諸支出金 ３ ３ ０ 0,0

14,予　備　費 20,000 20,000 ０ 0.0

乙　　Ξ。　計 10,160,000 10,279,275 9,289,443 90,4

●●●●

　　/
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町
の
業
務
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
町
が
１
年
間
で
使
え

る
お
金
に
対
し
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
の

お
金
を
活
用
す
る
予
定
か
を
示
し
た

計
画
の
こ
と
を
「
子
音
こ
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
予
算
は
、
「
町
の
行
政
が
ど
の

よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
か
を
具
体

的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
皆
様
に

情
報
を
提
供
し
、
皆
様
が
納
め
ら
れ

た
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
効

果
が
ど
の
よ
う
に
皆
様
に
還
元
さ
れ
る

か
を
判
断
す
る
」
と
い
う
意
味
か
ら
も

重
要
な
役
割
を
持
つ
も
の
と
い
え
ま
す
。

●
　
一

般
会
計

　
町
の
基
本
的
な
財
政
運
営
に
必
要

な
経
費
を
計
上
し
た
会
計
の
こ
と
で
、

町
の
会
計
の
中
心
を
な
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
町
の
存
立
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

を
経
理
す
る
た
め
の
会
計
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
議
会
費
、

総
務
費
、
民
生
費
、
教
育
費
等
が
一

般
会
計
に
計
上
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
特
定
の
事
業
を
行

う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
会
計
を
「
特

別
会
計
」
と
い
い
、
壬
生
町
で
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
歳
入

　
１
年
間
に
町
に
入
る
す
べ
て
の
収

入
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
が
年

間
に
町
が
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る

お
金
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
歳
入

の
金
額
に
よ
っ
て
歳
出
の
額
が
決
ま

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

●
町
税
と
は

　
税
金
に
は
そ
の
性
質
や
内
容
に
よ

り
、
国
、
県
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に

対
し
て
納
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ

の
中
で
町
に
納
め
ら
れ
る
も
の
を
「
町

税
」
と
い
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し
て

は
、
町
内
に
住
所
の
あ
る
皆
様
に
納

め
て
い
た
だ
く
町
民
税
や
、
町
内
に
資

産
を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
固
定
資
産
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
地
方
特
例
交
付
金
と
は

　
恒
久
的
な
減
税
の
実
施
に
伴
い
、

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に
配
分
さ

れ
る
交
付
金
で
、
地
方
税
の
代
替
的

な
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の

地
方
税
制
の
根
本
的
改
正
等
が
行
わ

れ
る
ま
で
の
問
、
継
続
さ
れ
ま
す
。

５



|物|叫会!|計

※収支の不足額は､一般会計資金を運用しました。

冰細|事|彙

※資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、

　損益勘定留保資金等で補てんしました。

●●●●●●●●●●●●●皿○○○●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
地
方
交
付
税
と
は

　
国
に
納
め
ら
れ
た
一
部
の
税
金

か
ら
一
定
の
割
合
で
、
地
方
公
共

団
体
が
等
し
く
事
務
を
遂
行
で
き

る
よ
う
、
国
か
ら
町
へ
配
分
さ
れ

る
税
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
公
平
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
間
に
は
、
地
域
に

よ
る
経
済
力
の
格
差
等
が
あ
る
た
め
、

地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
地
域
間
に
税

税
負
担
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
著

し
い
格
差
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

調
整
し
て
い
る
の
で
す
。

●
国
庫
支
出
金
と
は

　
町
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
お
金
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
に
つ

い
て
、
国
か
ら
町
に
支
払
わ
れ
る
お

金
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
と
は
、
一
般

に
「
国
が
特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、

国
家
的
見
地
か
ら
公
益
性
が
あ
る
と

認
め
、
そ
の
事
業
実
施
に
資
す
る
た

め
、
相
当
の
反
対
給
付
を
受
け
な
い

で
交
付
す
る
給
付
金
で
あ
る
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
町
債
と
は

　
町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
こ

と
で
す
。
道
路
や
橋
、
ま
た
は
学
校

な
ど
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
利

---------一一一一一一一--------

Ｘ

用
さ
れ
る
施
設
の
建
設
に
必
要
な
　
６

資
金
に
つ
い
て
、
財
政
的
負
担
の
軽

減
と
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
を
図

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
町
債
と
い
う

形
で
お
金
を
調
達
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

●
一
般
財
源
と
は

　
歳
入
の
う
ち
、
町
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
よ
う
に
使
い
道
が
特
定
さ

れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
経
費
に
も
活
用

す
る
こ
と
の
で
き
る
お
金
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
判
断
の

も
と
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
政

策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
使

い
道
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財

源
が
で
き
る
だ
け
多
く
確
保
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

●
特
定
財
源
と
は

　
一
般
財
源
と
は
反
対
に
、
歳
入
の

う
ち
、
国
庫
支
出
金
や
町
債
の
よ
う

に
使
い
道
が
特
定
さ
れ
て
い
る
お
金

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
自
主
財
源
と
は

　
町
税
や
使
用
料
な
ど
の
よ
う
に
、

町
が
自
主
的
に
集
め
る
こ
と
の
で
き

る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
歳
入

全
体
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
が

高
い
ほ
ど
、
町
と
し
て
は
望
ま
し
い

姿
で
あ
り
、
町
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ｚ
ｒ
　
Ｚ
　
。
ｆ
　
。
ｆ
　
ｚ
　
ｆ
　
。
ｒ
　
Ｚ
　
Ｚ
　
／



回の負担状況
(単位:円)平成18年3月31日現在

圓方偏現在高

主な税 1人当たり 1世帯当たり

ﾌ沁 41,858 121,046

固定資産税

誤艶
55,846 161,500

軽自詣

1,237 3,576

5,681 16,429

示 6,761 19,553

ﾀﾞａ
111,383 322,104

※３月末現在の住基人口39,795人･世帯数13,761世帯

4,021万円

□億144万7千円

　3,473万2千円

　6億248万1千円

一般公共事業債

一般単独事業債

　17億3,813万円

　　　466万5千円

　7億881万3千円

5億6,857万8千円

　　7,401万2千円

公営住宅建設事業債

義務教育施設整備事業債

一般廃棄物処理事業債

厚生福祉施設整備事業債１

ﾂﾞ……………=;:･

一万

1:.･÷

一

般会計…………

j66億4

､

685万5千円

財源対策債

滅税補てん債

11億2,188万7千円

　5j90万円

71億4,543万3千円

-

25億5,708万4千円

-

26億4,738万6千円

臨時税収補てん債

臨時財政対策債

｜

一

下水道事業情

-

農業集落排水事業債

一

水道事業債

公共

　　咆

水道事業会計

●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●

X
　
X

…○＠@e⑤○○○･

／

。
／

。
ｒ

●
依
存
財
源
と
は

　
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
や
町

債
の
よ
う
に
、
国
の
決
定
や
許
可
に

よ
り
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ

た
り
し
て
入
っ
て
く
る
お
金
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
町
の
一
年
間
に
お
け
る
す
べ
て
の

支
出
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
の
お
金
で
様
々
な
事

業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
歳
出
の
額

が
決
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

●
総
務
費

　
全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整

事
務
、
徴
税
事
務
、
本
庁
舎
の
維
持

管
理
等
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
民
生
費

　
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
対
す
る
福

祉
の
充
実
、
子
育
て
環
境
づ
く
り
の

推
進
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
衛
生
費

　
生
活
環
境
の
保
全
、
健
康
の
増
進
、

ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
な
ど
に
要
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
、
生

産
基
盤
の
整
備
に
要
す
る
経
費
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
商
工
費

X
　
　
X

X
　
　
~

~
　
　
N
I

　
中
小
企
業
の
振
興
及
び
観
光
の
振

興
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
土
木
費

　
道
路
、
橋
梁
、
公
園
な
ど
の
整
備

及
び
維
持
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
教
育
費

　
小
中
学
校
の
教
育
の
充
実
、
生
涯

学
習
の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
公
債
費

　
町
償
の
償
還
元
金
と
利
息
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

●
義
務
的
経
費
と
は

　
町
の
歳
出
の
う
ち
、
職
員
の
人
件

費
、
町
債
の
返
済
に
充
て
る
た
め
の

公
債
費
な
ど
町
が
行
政
活
動
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
経
費
や
法

律
な
ど
に
よ
り
町
に
支
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い
お

金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
投
資
的
経
費
と
は

　
町
の
歳
出
の
う
ち
、
道
路
や
橋
、

ま
た
は
学
校
の
建
設
な
ど
の
よ
う
に
、

そ
の
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向

け
ら
れ
、
施
設
等
が
町
民
の
財
産
と

し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ

る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

７



５
月
2
6
目
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
政
協
力

委
員
会
議
・
壬
生
町
自
治
会
連
合
会
平
成
1
8
年
度

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
協
力
委
員
会
議
に
お
い
て
は
町
長
か
ら
委
嘱

状
の
交
付
の
あ
と
、
行
政
協
力
委
員
の
制
度
、
交
通

安
全
施
設
設
置
要
望
・
防
火
貯
水
槽
設
置
要
望
・
自

治
会
管
理
防
犯
灯
新
設
補
助
金
等
、
来
年
Ｈ
月
末

で
任
期
満
了
と
な
る
民
生
委
員
の
自
治
会
推
薦
に
つ

い
て
、
来
年
1
0
月
予
定
の
壬
生
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
体

育
祭
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
関
す
る
町
の

平成18年度行政協力委員名簿

-

-

◆
会

夕　　夕夕夕ク夕夕夕
夕夕夕々夕夕夕　　夕

◆
監

◆
会

長
…
河
野
迢
弘
吉

山
本
　
忠
男

　
　
（
駅
　
東
）

栗
原
　
　
浩

　
　
（
城
東
町
）

戸
崎
　
義
晴

　
　
（
三
好
町
）

神
門
　
銕
三

　
　
（
西
高
野
）

布
施
本
善
作

　
　
（
原
　
宿
）

田
崎
　
勝
征

　
　
完
美
町
南
部
）

大
粟
　
正
徳

　
　
（
至
宝
町
南
）

花
田
　
　
薫

　
　
（
六
美
町
北
部
）

阿
久
津
隆
幸

　
　
（
幸
町
一
丁
目
）

井
村
　
靖
昭

　
　
（
幸
町
四
丁
目
）

竹
永
　
政
夫

　
　
（
緑
町
三
丁
目
）

梁
島
　
啓
史

　
　
（
鹿
　
島
）

赤
羽
根
多
一

　
　
（
北
　
原
）

碓
氷
　
信
男

　
　
（
上
　
　
田
）

粂
川
　
邦
夫

　
　
（
安
塚
三
）

安
生
　
勝
英

　
　
（
安
塚
中
央
）

清
水
　
健
治

事
・
：
酸
葉

計
・
：
安
生

‾ＦＦｉ

勝｀r宏　　皐

英台明男勲き

市

前中表町自治会長

　　渡遁喜夫

前城東町自治会長

　　金田恵介

前台坪自治会長　　前仲通町自治会長

小谷野幸作　　　大橋幸男

前落合自治会長

宇賀神永治

前あけぼの自治会長

　　落合好夫

前
城
内
自
治
会
長

　
　
　
　
　
　
小
野
塚
謙
三

８

－



　λ虚心ﾝﾌtl'ｇ･ご活躍した選手･監督･

　　

ぜで　t･　　　　　　　　　　　　　　　　　壬生田烋扁協ｇ

乃

ヽ 一

　
壬
生
町
体
育
協
会
（
会
長
　
松
本

幸
三
）
は
、
５
月
2
4
日
に
開
催
し
た

総
会
に
お
い
て
、
平
成
1
7
年
度
の
大

会
で
活
躍
し
た
選
手
・
監
督
の
方
々

言

た彰の
川

Ｕ

　　君　奈　野　中　　　　　　体　　　　壬･．
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　ｌ　　　　　　ｏ４　１

荒
川
早
紀
恵

　
　
縮
3
1
回
全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン

　
　
グ
選
手
権
大
会
4
1
ご
聡
級
出
場

早
乙
女
大
貫

　
　
縮
3
1
回
全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン

　
　
グ
選
手
権
大
会
4
2
㎏
級
出
場

大
橋
千
奈
都

　
　
縮
7
6
回
栃
木
県
陸
上
競
技
選
手

　
　
権
大
会
　
女
子
１
０
０
ｍ
優
勝

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
出
場
（
陸
上
競
技
）

　
　
第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

　
　
会
出
場
（
陸
上
競
技
）

清
水
　
英
幸

　
　
関
東
高
校
水
泳
大
会
県
予
選
（
４

　
　
０
０
ｍ
自
由
形
・
１
５
０
０
ｍ
自

　
　
由
形
）
優
勝

　
　
縮
6
0
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大

　
　
会
出
場
（
水
泳
）

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
出
場
（
水
泳
）

清
水
　
理
恵

　
　
関
東
高
校
水
泳
大
会
県
予
選
（
４

　
　
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
宍
タ

　
　
フ
ラ
イ
）
優
勝

　
　
縮
6
0
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大

　
　
会
出
場
（
水
泳
）

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
出
場
（
水
泳
）
　
ほ
か

柄
目
　
友
久

　
　
縮
8
7
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

　
　
大
会
出
場

大
川
原
　
健

　
　
脇
8
7
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

　
　
大
会
出
場

菊
池
　
美
姫

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
出
場
（
剣
道
）

福
田
　
陽
子

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
出
場
（
陸
上
競
技
）

中
山
　
祐
基

　
　
第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

　
　
会
出
場
（
軟
式
野
球
）

石
田
憲
二
郎

　
　
第
6
1
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

　
　
競
技
会
出
場

細
井
　
郁
代

　
　
第
6
1
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー

　
　
競
技
会
出
場

戸
田
　
幸
雄

　
　
脇
6
0
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大

　
　
会
出
場
（
ボ
ー
ト
）
監
督

　
　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
出
場
（
ボ
ー
ト
）
監
督

責
藤
裕
一

　
　
第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大

　
　
会
出
場
（
ゴ
ル
フ
）
監
督

篠
崎
　
剛

　
　
脇
6
0
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

　
　
会
出
場
（
空
手
）

疋
田
　
周
二

　
　
第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

　
　
会
出
場
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
監
督

小
口
　
英
之

　
　
第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

　
　
会
出
場
（
自
転
車
）
監
督

大
塚
　
晴
海

　
　
第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

　
　
会
出
場
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
監
督

永
井
　
則
行

　
　
第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大

　
　
会
出
場
（
山
岳
）
監
督

石
村
　
博
之

　
　
第
５
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　
大
会
出
場
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

諏
訪
　
美
香

　
　
第
５
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

　
　
大
会
出
場
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

尾
崎
長
二
郎

　
　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２

　
　
０
０
５
出
場
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
・
ル
）

加
藤
ゆ
み
子

　
　
第
2
3
回
全
日
本
レ
デ
ィ
ー
ス
バ

　
　
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
出
場

田
中
　
信
義

　
　
第
2
2
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

　
　
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
出
場

榎
本
　
祐
子

　
　
第
4
0
回
Ｂ
Ｐ
Ａ
Ｊ
全
国
ボ
ウ
リ

　
　
ン
グ
競
技
大
会
出
場
　
　
　
　
ｉ
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　町では､ごみの減量化･資源化を推進するため､その一環として､壬生町資源ごみ回収報償金交付

要綱に基づき､町民の皆様の各種団体参加によるごみ減量化活動を行なっています。

　この資源ごみ回収活動において､皆様のご協力をいただき､昨年度１年間で約587トンのごみを

資源化(減量化)し､約174万本のペットボトルを回収することができました。

ｒ
ｌ

同
一

ｱﾙﾐ他金属 12,0トン

謬
雑話類　92.0トン

威ゴ
鉄類　4.8トン

平成１７年度

ﾀﾞﾝﾎﾞ刊し　88,4トン

　･

布類　3,5トン

１
藻
ま
Ｉ

びん類

ｌ
ｉ
」
固
ｌ

盈
｀
皿
ｍ
沓

41.5トン

個
その他　2.2トン

団体別資源ごみ･ベットボトル回収実績表　（50音順）

回収回体名
資源ゴミ
　(k9)

ペットボトル

　(本) 回収団体名
資源ゴミ
　(k9)

ペットボトル

　(本) 回収団体名
資源ゴミ
　(k9)

ペットボトル

　(本)

ありんこ保育画動物愛護会 3,830 ４,780 城東町自治会 6,348 壬生北小学校 6,834

いずみ自治会 15,582 １９,８６８ 城内自治会 10,100 24,546 壬生小学校 １２,４１０

いずみ自治会育成部 ５,４３４ すばる ３,００４ 壬生中学校生徒会 １１０,６３２

一心会 3,240 生活研究グループあざみ会 １,８１１ 壬生中学校保護者会 ２８,２４４ 137,969
.6、　ごム心

フ井自/□z又 4,140 せせらぎ学園 57,776 壬坐乗小学校児童会 ２４,６９７

駅東子供会育成会 23,362 月かけ幼稚園育成会 １６,６２３ 睦小学校ＰＴＡ 21,562

おもちゃのまち育成会 1,700 泉下台育成会 ８,３３７ 安塚小学校児童会 24,780

おもちゃのまち自治会 70,281 56,900 栃木県立壬生高等学校 7,350 １２,０００ 安塚小学校ＰＴＡ 12,231

上稲葉自治会上町中組 3,445 3,868 中泉子供育成会 6,237 ９,０３８ やすづか保育園保護者会 2,270 ７,６４４

上表町ときわ会 45,765 中表町自治会 5,740 9,682 壬生町城南長寿会 22,150

上田子供育成会 19,130 20,158 西高野老人会 10,550 １８,５５６ 壬生町六美中央育成会 5,127 2,676

上町天狗杉班 ２,２２１ ２,４１０ のぞみホームを応援する会 49,025 84,181 六美南部育成会 4,982

上町巴会 4,270 ４,４０５　　臼　こム乙ゝ馬場自，。7 １１,３２５ ４９,００８ むつみの森自治会 ４７,１６８ 200,100

上通町自治会 １１,３５５ 7,879 楊和田花環管理組合 １５,４４４ 六美北部育成会 4,969 4,900

北小林子供会育成会 15,942 37,650 フリーマーケットの会 １，１４２安塚青葉二班 1,662 １,１９７

県営壬生住宅育成会 24,989 フレンズ 6,694 10,037 安塚三自治会 ２４,８６７ 24,128

県営壬生住宅自治会 10,737 平成７年保護者会 ４,３３５ 5,520 安塚中央コスモス会 １０,９９５ 3,669

鯉沼自治会 15,583 １９,２１０ 星の宮育成会 5,023 3,537 ゆうがお会 3,200 5,120

秋桜(]ｽﾓｽ)
７４,１２４ 緑町―丁目自治会 32,233 ３７,５３０ 萬町自治会 8,172 8,385

幸町1丁目育成会 4,806 緑町３･４丁目育成会 6,680 6,361 緑友会 1,377

幸町３丁目育成会 １,１６２ 1,053 緑町二丁目自治会 ８,７１３ 27,299 ルネプラッツ２２事務局 10,656

さくらんぽ共附隋園育てる会 2,040 ２,３４０ 壬生寺保育園 9,581 若草自治会 13,389

三振会壬生北剣道教室育英会 ６６５ 3,500 稲葉小学校児童会 7,039

至宝町婦人会 72,145 稲葉小学校ＰＴＡ ３,５１２

至宝南育成会 6,276 いなば保育園保護者会 2,808

下表町自治会 １６,５０７ 28,685 しもだい保育園保護者会 9,023

下台団地子供育成会 7,398 とおりまち保育園保育会 10,093

下横町自治会 21,168 19,904 羽生田小学校ＰＴＡ 2,137 26,594

唐福)共育会刈-ﾗﾝﾄﾞ保育園 7,283 藤井小学校ＰＴＡ 28,250

(社福)せせら館ﾃﾞｲｻぞｽ許ｳｨｽﾞ 700 南犬飼中学校ＰＴＡ ７,３１１ １２７,１１４ 合　　　　　計 587,125 1,744,174
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ヽ 一 一

避
難
場
所
を
確
認
し
、
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

●
非
常
用
持
出
品
の
準
備

●
２
～
３
日
分
の
食
料
、
飲
料
水
等
の
備
蓄

●
家
族
内
の
連
絡
方
法
の
確
認

●
家
具
等
の
転
倒
防
止
等

-

NO 指定避難場所 電　　話 所在地 収容地区名

９ 羽生田小学校

82－1022

FAX

82－8∠目０

大字羽生田

2139－1

西部､中央､北原､台宿、

下坪

１０ 睦小学校

82－4824

FAX

82－4954

大字壬生丁

230－1

六美町北部､緑町一丁目～

緑町四丁目､幸町一丁目～

幸町四丁目､おもちゃのまち、

いずみ､若草

１１ 南犬飼中学校

86－0134

FAX

85－1205

大字北小林

743
北小林､あけぼの

１２

南犬飼地区

公民館

勤労青少年ﾎｰﾑ

(やすづか保育

園を念む)

86－0031
大字安塚

1179
上長田､安塚南部

１３ 安塚小学校

86－0034

FAX

86－0042

大字安塚

2078

安塚－､安塚二､安塚三、

安塚中央

14 壬生北小学校

86－0064

FAX

86－1058

大字北小林

190
上田､中泉､肋谷､肋谷原

１５ 総合公園

86－7117

FAX

86－7112

大字国谷

783－1

国谷中央､国谷新田、

国谷本田､東原､鯉沼

NO 指定避難場所 電　　話 所在地 収容地区名

１ 壬生小学校

82－0049

FAX

82－0121

本丸２丁目

３－フ

下表町､中表町､下横町、

今丼､上表訂､東下台、

下台団地､城東町､栄町

２
壬生中央公民館

城址公園

82－0108

FAX

82－0042

本丸１丁目

８

伸通町､上通町､駅東、

県営壬生住宅､城内、

城南､舟訂

３ 藤井小学校

82－0102

FAX

82－4684

大字藤井

1267

馬場､原宿､田向稲荷内、

上坪､削弱坪､台坪

４ 壬生中学校

82－6690

FAX

82－2048

大字壬生甲

2770

万町､上新町､下馬木、

西高野､釜ケ渕､福和田

５ 総合運動場

82－2345

FAX

82－2706

大字壬生甲

3828

三好町､旭町､星の宮、

六美町南部､六美町中央、

車塚

６ 壬生東小学校

82－0079

FAX

81－1384

落合三丁目

5－21

至宝釘北､至宝訂南、

ひばりケ丘､落合

７ 稲葉小学校

82－1004

FAX

82－1572

大字上稲葉

881
下町､上町､本郷､松原

８ 稲葉地区公民館 82－7374
大字上稲葉

932
原坪､鹿島､下馬木

11
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ヽ 一

　　___春の褒章、叙勲
m百1]尚之　　　.､.mT

本町力

’ い

　春の褒章､叙勲の受章者が発表され､本町から塩沢弘さん(中央町)、梁島安男さん(大字下稲葉)の

２名の方が受章されました。

島固必着参

塩沢　弘　73歳　林業振興

　食用きのこの菌床栽培法を

確立し普及に尽力｡全国食用き

のこ種菌協会会長。

･第19･回芦っ子の森フェス馬一幽

　５月21日､第９回睦っ子の森フェスティバル(実行委員長　玉

田秀夫さん)が､わんぱく睦っ子の森と隣接する授産施設｢むつ

みの森｣･こども発達支援センター[ドリームキッズ]を会場に開

催されました。

　睦っ子の森では晴天に恵まれた青空の下､ボランティアの団

体１６団体による模擬店や野菜の直売､ハワイアンバンド演奏、

福和田五段ばやし､苗木無料配布､フリーマーケット､お菓子や

生活雑貨品をまいた｢お宝まき｣等が行われました。

鳴愈魚島参＼1………万
万

………1…………

梁島安男　72歳　消　　防

　1962年壬生町消防団に入り、

81年から97年まで団長｡消防庁

長官表彰。藍綬褒章。

｢お宝まき｣に会場は大賑わい

　また､むつみの森、ドリームキッズでは施設祭りが行われ､施設の内部では施設紹介､輪投げコーナー､映画上

映が行われました｡また､駐車場において､消防団による放水模範演技､ペットボトル１０本を持参して参加す

るビンゴゲーム､ラジコン飛行機や福祉車輛等の展示が行われました。

　数多くの催しに会場は家族連れら約５千人の人で終日賑わいました。

'へ a趾ﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄの補賤謐１

　　凱交通安全協会'弓白白3

　４月20日体)壬生町交通安全協会(坂田佐一郎会長)から､壬生中

学校･南犬飼中学校に自転車ナンバープレートの補助金が贈呈さ

れました。

　この補助金は新一年生の自転車につけるナンバープレートを購

入する際に使うことを目的に寄付していただいたもので､町教育

委員会を訪れた会長･支部長から篠原教育長に手渡されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12



まちのわだい 地域の話題などをお寄せください 広報広聴係S81-1814

Ξ;斎ヱ:支禰jZ

,……

ンター「ひよこ」、　　

……………=!=li･1!==iiJI=lii=Jlil・ii='iiii:!=・il,ii・,・1!liil=i=ii圖●゜－‥‥‥‥

　６月３日､壬生下馬本の農薬光さんのいちごハウスにおいて､町

子育て支援センター｢ひよこ｣と児童館の｢いちごくらぶ｣によるい

ちご狩りが行われました。

　集まったのは､｢ひよこ｣が募集した１歳６ヶ月以上の来談学兄

と保護者、｢いちごくらぶ｣のメンバーあわせて45名でした。

　ハウスの前で支援センターの蟻生所長の注意事項の話を聞いた後、

いちごハウスに入って､甘く熟したいちごをお腹いっぱい頬ばっ

たり､お母さんといちごを箱にいっぱいに摘んで大満足な一日で

した。

　改築さん宅では、５月いっぱいまでいちごを収穫していましたが､この日のいちご狩り用にいちごハウスを

残しておいていただきました｡また､当日は朝早くから､民生委員さん(児童母子部会長鈴木理助さん､他３名)

には､一緒にいちご狩りをしたり､駐車場への誘導など､いろいろと協力していただきました。

休日｡を楽しむ家族連れでいっぱい｡｡､!｡｡＿

　隻1ｼ1回おもちやふれあいまづり･:|III………I

　５月３日～５日の３日間､おもちゃ博物館において､第11回おも

ちゃふれあいまつりが開催されました。

　おもちゃ博物館内では､テレビで人気の轟轟戦隊ボウケンジャー、

ふたりはプリキュアスプラッシュスターのキャラクターショーが

行われ､子ども連は大きな声で声援を送っていました。

　おもちゃ博物館前では模擬店が立ち並んだほか､フアフアの設

置やバンド演奏などがあり､多くの家族連れで賑わいました。

　また､博物館隣の修景池のまわりでは､たくさんのこいのぼりが

空を泳ぎ､こいのぼりを眺めながら一休みする家族連れや､こいの

ぼりをつかまえて遊ぶ子どもの姿が見られました。

全校児童による田植え体験

｡｡｡,｡，

朧レ☆　　　　jFI葉/JX学1交　ﾀﾞo°;f;'゜;;l;li万1°:i;"11:l'゜1間璽………

1～2年生39人による田植えの様子

　５月30日､稲葉小学校の東にある渡辺好充さんの田んぼ(約６ａ)

で､稲葉小学校(小花隆一校長)全校児童１ ２２人による田植えが

行われました。

　田植えは２学年ずつ時間をずらして､全校児童で行われました。

田んぼに到着すると､まず渡辺さんから､この小さな苗がおいしい

コシヒカリになること､苗を田んぼの泥の中にどう挿していくか

などの説明を聞き､それから児童､先生とも裸足になって網を張っ

た田んぼに一列に並んで､慎重な手つきで苗を植えていきました。

　１・２年生は転んで泥だらけになってしまう子もいましたが､晴

天の田んぼの中で元気な声が響いていました。

　この行事は渡辺さんの田んぼで16年も継続して行っており､秋には自分たちで稲刈りをして､３月の卒業式

には､紅白のもちになって全校児童に配っています。
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４れ右(1)広場

優美ちゃん(H13.6.29生)

画会ちゃん(田7.7.3o生)

佐貢

(城内)

　　　あり笞福田伺理紗ちゃん(城内)

(H16.6.22生)

わ
が
吸
Ｑ

　
？
イ
ド
ａ

瑠璃ちゃん(H14.6.9生)

志咲ちゃん(H17.3.23生)

藤平

(おもちゃのまち)

　次回は８月生まれのアイドルを募集します。

俯切ア月20日)｡写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承ください。

　写真裏に住所、氏名づ呆謹也名、生年月日、

電話番号を言いて､役場企画財政課(直接或は郵便

で〒3固－0292壬生可逆軒口－22)

または､稲葉･南犬飼各出張所､生涯学習館へ。

シ
リ
ー
ズ
1
1

　
『
み
ぶ
の
史
跡
を
訪
ね
て
』

お
熊
野
塚
と
尼
恋
塚
（
雨
乞
い
塚
）

　
前
回
紹
介
し
た
「
朝
比
奈
三

郎
の
墓
」
と
か
か
わ
る
言
い
伝

え
が
残
る
塚
で
す
。

　
「
あ
か
ね
」
と
い
う
娘
は
、
朝

比
奈
三
郎
と
と
も
に
落
ち
の

び
た
三
郎
の
家
来
の
熊
野
五

郎
を
慕
い
、
尼
と
な
り
そ
の
行

方
を
捜
し
ま
し
た
が
、
つ
い
に

こ
の
地
で
病
に
か
か
り
、
倒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

偶
然
に
も
五
郎
が
通
り
か
か

り
助
け
起
こ
し
ま
し
た
が
、
彼

の
腕
の
中
で
息
を
ひ
き
と
り

ま
し
た
。
五
郎
も
悲
し
み
の
た

め
、
後
を
追
う
よ
う
に
自
ら
の

命
を
絶
っ
た
そ
う
で
す
。

　
里
人
た
ち
は
、
こ
れ
を
憐
れ

み
二
人
の
お
墓
を
つ
く
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
尼
恋
塚
は
、
水
不
足
の
と

き
に
こ
の
塚
に
析
る
と
雨
が

降
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

『
雨
乞
い
塚
』
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

尼恋塚

Trﾆd ヅ

雲　　　　　　バ
占　　尼恋塚　　Å　　　　　や
主　お熊●　　　７　　　　　尽
昌　野球●　　　　　　i｡。゛

次
回
は
、
五
輪
塔
の
下
よ
り
骨
の

入
っ
た
壷
が
出
土
し
た
「
上
田
の

五
輪
塔
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ｊ
畠
　
　
　
・

問
合
せ
先
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
雲
8
2
－
８
５
４
４

||||||||||||
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固
１
１
ｉ
ｍ
ｙ

二

c
=
e
!
E
I
3
=
＠
S

５
月
２
１
日

町
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
者
3
0
名

二

成
　
績

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
関
根
好
克
・
荒
川
隆
行
　
組

　
準
優
勝
高
山
　
浩
・
田
部
井
正
和
組

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
優
　
勝
田
名
網
淳
子
・
日
向
野
陽
子
組

　
準
優
勝
金
敷
美
由
起
・
早
乙
女
庸
子
組

匹
　
　
日
　
　
　
　
＝
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虎
　
　
　
　
Ｉ
Ｊ

ド‾‾‾隋
５
月
2
7
目

町
総
合
公
園
内
コ
ー
ス

パ
ー
6
3

●
男
子

●
女

　
優

　
準

　
第 女第準優

子３優
　位勝勝

　
勝

優
勝

３
位

栗
田
　
武
夫

小
林
　
　
定

佐
々
本
朝
治

手
島

小
林

山
川

未
知

ト
シ

ヨ
シ

二

６
９

８
２

８
３

　
９
４

１
１
７

１
９
」
５

回
忌
憑

‥
‥
・
・
　
　
。
　
　
ふ
ぶ

　
６
月
４
日
、
町
総
合
公
園
及
び
と
ち
ぎ

わ
ん
ぱ
く
公
園
を
会
場
に
、
第
3
6
回
町
民

歩
け
歩
け
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
出
発
し
、

町
総
合
公
園
及
び
わ
ん
ぱ
く
公
園
内
を

通
り
、
陸
上
競
技
場
に
戻
る
コ
ー
ス
を
約

１
時
間
で
歩
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
距
離
の
長
い
コ
ー
ス
と
短
い

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
に

合
っ
た
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、
最
高
齢
者
の
大
粟
正
次

郎
さ
ん
（
8
3
歳
）
に
花
束
が
贈
ら
れ
、
7
0
歳

以
上
の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

入賞者のみなさん大栗さんに花束贈呈

１

～ ～

一 一

15

１
１

◆
開
設
期
間

　
７
月
８
日
（
土
）
～
９
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
期
間
中
無
休
）

◆
開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
（
入
場
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

◆
利
用
料
金
（
１
人
当
た
り
）

　
　
　
一
　
　
　
般
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
円

小
・
中
学
生

幼ロ
ッ
カ
ー
ー
・

使児

無４
０
０

料円

用
材
（
１
回
）

　
　
１
０
０
円

◆
問
合
せ
先

　
（
開
設
期
間
中
）

　
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
雲
8
2
－
ｎ
７
４
７
（
Ｕ
Ｊ

　
（
期
間
以
外
）

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
月
曜
休
館
）

　
【
町
総
合
運
動
場
体
育
館
内
】

　
　
　
　
　
　
　
　
雲
8
2
｜
Ｉ
Ｑ
乙
９
Ｊ
４
ｒ
Ｄ

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

美
佐
恵
会
様
⑩
　
　
　
　
1
0
万
円

松
本
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様
③

　
　
　
　
　
２
万
６
千
４
７
３
円

壬
生
町
観
光
協
会
し
の
の
め
花
ま
つ
り

フ
リ
ー
カ
ラ
オ
ケ
収
益
金
様
③

　
　
　
　
　
　
　
３
千
３
４
８
円

栃
木
県
歌
謡
協
会
様
②
　
３
万
円

寺
内
澄
夫
様
⑥
　
　
　
　
２
０
円

壬
生
中
3
1
年
度
卒
同
窓
会
様
①

　
　
　
　
　
　
３
万
５
千
９
１
円

ｔ



　
平
成
1
8
年
度
壬
生
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の
試
験
は

高
校
卒
業
程
度
の
試
験
で
す
。

　
職
種
及
び
採
用
人
員

　
一
般
事
務
　
若
干
名

　
保
育
生
　
若
干
名

　
受
験
資
格

　
一
般
事
務

　
昭
和
5
6
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

　
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
保
育
生

　
昭
和
5
6
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
6
2
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
保

　
育
生
の
資
格
を
有
す
る
方
、
又
は
平

　
成
1
9
年
３
月
ま
で
に
資
格
を
取
得
す

　
る
見
込
み
の
方
。

※
た
だ
し
、
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る

　
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

イ
、
成
年
枝
後
見
人
及
び
枝
保
佐
人

ウ
、
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

　
　
の
執
行
が
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

　
　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

　
　
ま
で
の
方
。

エ
、
壬
生
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

　
　
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か

　
　
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

方
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お

　
い
て
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に

　
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

　
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他

　
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に

　
加
入
し
た
方
。

試
験
日
及
び
会
場

９
月
1
7
日
（
日
）
　
８
時
3
0
分
受
付

壬
生
中
央
公
民
館
Ｓ
8
2
－
Ｏ
１
０
８

受
験
手
続

試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、
役
場
総

務
課
及
び
稲
葉
出
張
所
・
南
犬
飼
出

張
所
で
７
月
1
0
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
て
宛
先
を
明
記
し
た

返
信
用
の
封
筒
を
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
が

入
る
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間

７
月
1
8
日
（
火
）
～
８
月
４
日
（
金
）

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

郵
送
の
場
合
は
８
月
４
日
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

壬
生
町
総
務
部
総
務
課
庶
務
人
事
係

〒
３
２
１
－
０
２
９
２

壬
生
町
通
町
1
2
斎
2
2
号

昔
8
1
１
１
（
６
０
″
ｈ
）

睦小　６年

加藤　淳也

⑤

■■■■■㎜■■㎜　　　j

絵画「駅のシンボル」

睦小　６年

　荒川　あずさ

　●　　●　　●
　介　国　固
　護　民　定

　保　健　資
　険　康　産

柏餅　保税
孔にい聯

　及及　計
７びび＿圃
月全全　２税

31期期　期

日－－　－

７

月

1の

納2

j税

等

2100
包紙配合率100%再生紙を使用しています。

小由美稚恵ﾋﾟｱﾉ･ﾘｻｲﾀﾙ

　ヴｧｲｵﾘﾝ:ｵｰｷﾞｭｽﾀﾝ･ﾃﾞｭﾒｲ

10月1日(日)18:30/開演

全指定席/3,000円　7月7日(金)発売

ｎ
ヽ －

－
旭

　　　小山美稚恵　　　　　　オーギュスタン・デュメイ

■会　　場：壬生中央公民館大ホール(城址公園ホール)

※入場券は､壬生中央公民館､稲葉･南犬飼出張所、

　町施設振興公社で取り扱います。

・間合せ先：壬生中央公民館　S82－0108
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